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Summary 

T'he serious damages of ・theblades of Laminaria japonica 'var. ochotellsis OKAM. 

growing in polluied sea' water at the coast of Mahehama， Wakk.anai City， have been 
concluded by HASEGAWA et al. to be caused by the.. developmen.t of galls due to 
certain parasitic fungi. 

However， in the case of such damages the role of alginic acid decomposing 
bacteria in the decay of the blades has not yet been ascertained. 

The present paper deals with the recent view of alginic acid decomposing bacteria， 
¥vith special reference to the decomposition of Laminaria blades by a new marine 

becterium， Vibrio sp.， which has been isolated from the decaying blade of Latninaria 
japonica var. ochotensis OKAM. or its surrounding sea water by .the authors. 
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寒天培養基上における

クラミドモナスの鞭毛

坪由宏*

Y. 'fSUBO : Flagella of Chlalnydolnonas on the agar plate 

議類を実験室内で飼った場合， しばしば天然状況におけるものとは異な

った形態を示すことがある。ことに寒天培養基に藻を生やした時などにいち
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ぢるしい。簡単な形態をもっクラミドモナスについても同様なことが考えら

れる。たとえば，寒天培養基上で泳げない状態におかれた場合， 乙の藻の鞭

毛はどうなっているのだろうか? LEWINめは Chlamydomonasmoewusiiが

寒天培養基上でも各細胞に鞭毛の存することを記しているが，培養期間中つ

ねに同じ長さで鞭毛をもちつづけているのであろうか? 筆者は乙の点に疑

問をもち，手もとにあるクラミドモナスを用いて，培養中におけるその鞭毛

の長さを， 日を追って測定してみた。

材料と方法

用いた種は 1952年に兵庫県篠山の水国土壊から分離された，雌雄同型，

雌雄異株のもののでのちにChlamydomonasmoewusii GERLOFF var. 1'otunda 

nov. var.とされためものである。培養は第1表lこ示された組成をもっ培地に

第 1表培養基組成

NaNOs・H ・H ・..…...・H ・H ・H ・..0.25 g 
MgSO.・7H20・H ・H ・H ・H ・..…0.175g 
KH2PO.・H ・H ・.....・H ・..…… 0.175g 
K2HP04・H ・H ・H ・H ・..……… 0.075g 
CaCI2・2H2-O ・・・・H ・H ・..…… 0.05 g 
NaCl・H ・H ・..…….. .・H ・..……0.025g 
Fe (NH4h .H(C6Hs07)2 ……0.025 g 
Glass .distilled water， 1 liter; Agar， 1% 

Microelements: 

HsB03……………………… 1 mg 
ZnS04・7H20…...・H ・..…… 1 mg 
MnC12・4H20・…・・…………0.4Ing
CoC12-6H20……………… 0.4 nlg 
H3P04・12MoOs!6H20 …O.2mg
CUS04・5H20 …………… 0.04mg 

ついておこない，白色蛍光灯，連続照明(約3500Lux.)， 22+1uCの条件のも

とで続けた。寒天は，その中に含まれると考えられる不純物を除くために，

とくに次のように処理した。すなわち，流水中で洗った棒寒天を蒸溜水で洗

い，乙れを蒸溜水で煮とかし，さらに凍結，水洗することを 2聞くりかえし

ついでエタノーノレ，最後に蒸溜水で洗い，常温で減圧下に乾燥した。寒天培

地に移植する前の藻は数代液体培養を続けたものを用いた。 したがって移植

前の各細胞はいずれも活発に泳いでいる状態のものであるむ この培養の 0.1

ml (lx 106細胞Iml)をとり， 平面培地上にひろげ， 前記の培養条件下にお
し、7こ。

鞭毛の長さを測定するにあたり， まず寒天面上の誌を 0.1~I，;オスミック

酸水溶液で洗い落し， その一滴をスライドグラス上にとり， これに 0.1~~
Gen tian violet水溶液をー消加えて染色した。鞭毛長はマイクロメーターで
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毎回100個の細胞について測定し，その平均値を出した。なお鞭毛は各細胞，

等長2本のうち 1本についてのみ測定した。

観察結果

第l図は藻を寒天平面培地に接種後， 日を追って測定した鞭毛長の変化

を示す。すなわち，鞭毛は寒天上に増殖しつつある藻についても見られるこ

と，さらに培養日数が経過するにつれて短かくなること，また両交配型の聞

には鞭毛長とその長さの変化にお

いては大差のない乙とがわかる。

なおこのような状態においては，

各細胞は鞭毛をもっているにもか

かわらず泳がないものであること

も検鏡の結果知られた。測定中し

ばしば分裂中の細胞(2"，4細胞期)

を見たが.乙のものでは全然母細

胞の膜外に鞭毛を出しているもの

はなかった。鞭毛長の測定にはと

れらの細胞は入れていない。

さて，上にのべたような条件の

もとに増殖しつつある藻を，寒天の
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第1図 Chlamydomonasmoewusii 
var. rotundaの寒天培養基
上における鞭毛長の変化(連
続照明 3500Lux. 22土lOC)

プロックごときり出してスライドグラス上にとり，顕微鏡をのぞきながら蒸

溜水を一滴おとすと，全く瞬間的に藻はおよぎだした。乙の現象は 2週間以

内の培養についてはもちろんの乙と，さらに， 16日目の培養，すなわち，す

べての細胞に鞭毛が見られない状態のものを用いても同様であった。乙れら

の泳ぎだした各細胞が正常の長さの鞭毛をもっている乙とは染色する乙とに

より知られた。 しかし18日以降の培養を用いると， 藻がおよぎだすまでに
かなりの時間を要した。 22"，24日頃の培養になると，細胞の活性度がおちる

らしく， 24時間をへても泳がない細胞を見るととがある。さらに日数がたて

ば，寒天培地上の藻は黄色くなり，細胞の活性は極度に落ちるものと思われ

る。また 16日目の培養を暗所において蒸溜水中に移した時， 1時間後には，

平均9.5μ の鞭毛をもつようになった。

なお，乙れらの観察，すなわち，寒天面上でも鞭毛をもっていること，

また暗所でも蒸溜水中で鞭毛をもつようになることは，特に上記のようにし
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て洗糠しなかった寒天を用いても，あるいは，クラミドモナスの培地に普通.

用いられている，クエシ酸ソーダ，または酢酸ソーダを加えた培地について

お乙なっても全く同様であった。

考察

LEWIN2，めは塙養中の鞭毛形成lこ関する c.moewusii についての報告の
中で，その明培養についてはくわしくのべていないが、寒天培養を接種後い

きなり哨所に保った場合一一ちなみにc.moewusiiはl情所では増摘しないの
であるが1"¥ 鞭毛長通常10"，12μ のものが，およそ 1週間後には平均2It 

あるいはそれ以下の長さにまでなるとと，さらに， 乙の暗所培養をそのまま

光の下に移すと 2時間後には鞭毛が正常長の 2β まで，また明暗いづれの

場合でも蒸溜水を加えた場合lこは正常長までのびることをのべている。この

水を加えない場合に 2β の長さまでにしかのびないという乙とは，筆者の経

験における 1週間明培養についての測定結果がおよそ 1/2となっていること

(図 1)と，現象として一致している。

微細藻類を培養して積々の実験につかう場合，その前培養の日数，その

他の条件が以後の実験結果を左右する乙とは， しばしば経験される乙とであ

る。本観察のように，水を加えてから細胞が泳ぎだすまでに要する時間の長

短を考えれば，培養の日数とともに変化していく鞭毛の状態も，各時期にお

ける細胞の活性度を知る上での一助となるのではなかろうか。一方，鞭毛の

ない状態の細胞に水を与えた場合，全く瞬時q乙鞭毛がのびることは，おそら

く培地惨透庄の急激な変化によるものかも知れないが，そのさい，そんなに

すみやかに細胞内のどの様な構造から鞭毛ができるのか，今後しらべたいと

思っている。

御校聞をいただいた神戸大学広瀬弘幸先生に感謝いたします。

Summary 

Length of flagella of Chlamydomonas moewusii var. rotunda5) cultured on the 

agar plate under continuous illumination， being shorter， finally reaches 0 after two 
weeks. By dropping distilled water not only onto short flagellated young culture， 
but also onto non-flagellated culture of two weeks， cells immediately produce flagella. 
However， it takes longer for the production of flagella in the older culture than two 
weeks. The flagella length of the agar plate culture may indicate the cell activity 

of Chlamydomonas. 
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藻類浸透圧の適応について

西上一義*・秋山 優*

!(. NISHIGAMI and M. AKIYAMA: Ecological Stuoies on 
Algal Flora in Lakes Shinji and Nakano-umi 11. 

Surrounding Medium and the Variance of 

Osmotic Pressure of AIgae 

海藻は通常ほぼ一定の濃度の海水中に生育するが，その生育する場所に

よっては海水濃度の変化にあい，種々の浸透的影響を受ける。乙の時の生理

的・生態的研究に関しては，すでに OSTERLAND(1906)， HOFLER et al. .(~930-

32)， BIEBLE (1938)， BLINKS (1951)，その他数多くの研究者逮によって調べら

れている 1.2・九

筆者逮は，さきに[宍道湖(汽水湖)一一中海(汽水湖)一一日本海]の水系

における塩素イオシ濃度と藻類分布との聞にある平行関係について見たぺ

その際に見られた興味ある現象の一つは Scytos勿honlomentariusの分布状

態，及び Compso.ρogonOishiiの汽水中における出現という事実であり 4へ
特に Scytosiρhonlomentariusでは塩素イオ γ濃度落差に関係して著しい形

態変化が認められている。

S. lomentariusはEnteromoゆhasp.と並び低濃度の海水(1/20海水)域

にも生育する高度の適応力を持っている。このような性質を持つ藻類の細胞
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